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CEOメッセージ

CEOメッセージ
サステナビリティ経営を通じて、人々の、社会の、地球の未来に貢献します
近年、気候変動の深刻化や地政学的リスクの高まりなど、企業

を取り巻く環境は大きく変化しています。これまでの常識や過去の
経験だけでは将来を見通しにくい時代だからこそ、企業には、
社会課題の解決と持続的な成長を両立する責任がこれまで以上に
求められています。

ジヤトコは「技術と情熱でモビリティの可能性を拡げる」という
コーポレートパーパスのもと、持続可能な社会の実現と企業の
成長を両立するサステナビリティ経営を推進しています。その実現
に向けジヤトコとして取り組むべき優先課題として、18項目のマテ
リアリティ（重要課題）を定めています。本メッセージでは、その中
でも特に重要と考える取り組みの電動化、資源循環、そして人財
についてお伝えします。

まずは自動車の電動化への貢献について、当社は2033年までに
電動車両向けユニットの年間生産台数500万台を実現する目標を
掲げています。2025年度には、日産自動車株式会社と共同開発
した電動パワートレイン「X-in-1」の量産を開始しました。今後も
安定した量産体制を構築し、高い性能と品質を通じてお客様の
競争力向上に貢献するとともに、電動車の普及を支えることで
脱炭素社会の実現に寄与してまいります。

また、自動車の電動化に加え、資源循環も持続可能な地球環境
への貢献に向けた重要な取り組みです。自動車産業は、従来の
大量生産・大量消費型の経済から、資源を有効に活用する循環型

経済への転換期を迎えています。当社はこれまでも、製造工程に
おける廃棄物の削減や再資源化に加え、リマニファクチュアリング
事業をはじめとする製品・部品の再製造を通じて、資源循環に取り
組んできました。今後は、サステナブル材料の活用拡大や、リユース、
再製造、リサイクルを組み合わせた循環の仕組みをさらに発展させ、
パートナーとの共創による新たな価値の創出を目指します。

一方、気候変動への対応には、自動車の電動化に加え、製品の
ライフサイクル全体を通じた環境負荷の低減が欠かせません。
その実現には、新たな技術開発とイノベーションが必要です。私は、
こうした大きな社会課題に正面から向き合うことが、新たな価値
創造につながると確信しています。ジヤトコは、長年培ってきたも
のづくり技術とエネルギーマネジメント技術を活かし、社会課題の
解決につながる新たな価値と技術の創出に挑戦し続けます。

そして、これらすべての挑戦を支えるのは「人財」です。事業環境
が変化する中で一人ひとりが主体的に考え、挑戦し、多様な価値観
を尊重しながら成長できる組織づくりが、新しい時代の価値創造に
つながります。あわせて当社は、従業員の心身の健康と将来を見据
えたウェルビーイングを、持続的な成長を支える重要な経営基盤と
捉え、健康経営を推進しています。2019年から8年連続で「健康経営
優良法人（ホワイト500）」に認定され、2024年から2026年の3年連続
で健康経営度調査の最上位である1位から50位の評価をいただいて
います。従業員が安心して能力を発揮し、活き活きと挑戦できる
環境づくりを進めることで、企業としての活力を高めていきます。

ジヤトコはこれからも、サステナビリティを事業活動の中核に
据え、社会課題の解決を新たな価値と成長につなげていきます。
技術と情熱を結集し、人々の暮らし、社会、そして地球のより良い
未来に貢献してまいります。

ジヤトコ株式会社　代表取締役社長兼CEO 

佐藤 朋由
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